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研究ノート   

ソ連邦における社会主義計画機関  

体系の形成と発展  

岡  本  武  

は じ め に  

社会主義計画経済制度のもとでほ．，国民経済のいかなる発展段階においても中央および  

地方のあらゆる国家経済機関は，国民経済の管理丁調撃と封画化の機能をもち合せている  

ものである。ことに生産手段の社会主義的社会化の発展紅もとづいて計画化法則の作用箱  

囲が拡大する把．つれて，国民経済の全般的計画化を基本的任務とする独自の中央集権的計  

画機関体系の形成とそ・の発展・強化が要求されてくる。ソ連邦における中央計画械関であ  

る国家封画委員会（ゴスプランノrOCロ刀aH）を頂点とする計画機関体系の形成・発展の歴  

史過程がそれであり，国．民経済の管理機構の生成・発展とともに社会主義経済建設の発展  

過程を直接把反映し，きわめて興味ある復姓な変転の過程を示している。ところが，ソ連  

邦における社会主義計画機関体系の形成と発展の歴史に．かんする研究ほ，r・ソロキンも  
し1）  

のぺでいるように，ソ連邦紅おいてすら全く進展しておらず，計画化方法論や計画作成の  

歴史的な研究が一応の成果をみせているのにひきかえ，計画化機構の問題についてはゴス  

プラン史すら書かれていないのが現状である。   

これらの事情からくる研究上の制約に′よって，との小論の課題もソ連邦における社会主  

義計画機関体系の形成・発展の歴史過程をゴズプランを軸に概括的に考察し，いくつかの  

基本的な特徴を指摘することにとどめざるをえなかった。   

こ．こでは，まづゴスプランの前史ともいうべきゴスプランが創設されるにいたる歴史的  

過程の考察からは．じめ，ついでゴスプランを中心として社会主義計画機関体系が形成・整  

備され，それが国民経済の復興期と社会主義工巣化期の計画実践を通じて発展・完成され  

てゆく歴史的段階のいくつかの特徴を明らか紅しようとこころみるものである。  

（l）CM．r．軋CopoKHH，rlJlaHHPOBaHHeHaPOZLHOrO XO35I如TBaCCCP，1961，CTp・   
257．   
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なお，これらの歴史過程の考療をゴスプランの創設からは．じめないのは，ゴスプラン創  

設以後の計画機周体系の発展が，ギららかといえば社会主義的計画化の物質的・経済的条  

件の発展・強化にともなう単調な過程であり，国家経済機関の中心的存在として，その地  

位と役割を強化してゆく過程にほかならなかったからであって，むしろ10月革命からゴス  

プランが創設された1921年2月までの3年余の短い期間こそ単一・の中央集権的計画機周の  

創設をもとめる模索の過程として．，この時期に形成された計画機関体系の基本的諸特徴が  

それ以後の発展過程のなか紅受けつがれていると考えるからである。  

（－）  

ソビエトにおける生産と分配の全般的調整と計画化への第一・歩ほ，1917年12月2日付の  

法令によって人民委員会韻のもと紅設置された最高国民経済会議、（B以CI皿抜放CoBeで  

Hapoノ叩OrOXo3月泊Cで8a；BCHX）にはじまるといってよい。しかしこのBCHXが各人民  

委員部の代表，および審議権が与えられた学識経験者ととも紅その三つの構成メンバーの  

一つとした金口シア労働者統制会議の先駆的な意義を無視できないであろう。四月デー・ゼ  

以来レー・ニンが一項して主張しつづけたことは，国の経済を「破局からすくう退は，物資の  
（2）  

生産と分配にたいする真の労働者統制をうちたてることのほかにほない」ということであ  

り，そのためには、，けっして「社会主義の導入ではないが」，社会主義への帝進としての  

「革命的方策」である「土地の国有化や，すべての銀行と資本家のシ∵／ジグ－t・の国有  

（3） 化，あるいほすくなくともそれに対する労働者代表ソビエ・トの即時の統制の実施等々」以  
外紅ほないということであった。その労働者統制の全国的な統⊥・機関がエ場委員会や地方  

の労働者統制委員会を基礎紅して－，1917年11月に形成された金口シア労働者統制会議であ  

り，物資の生産と分配にたいする全国的な記帳と統制への第一・歩として富要な役割をはた  

したのである。けれどもレ－・エソの構想と現実はそれ紅とどまってほいなかった。t′－・ニ  

ソほ「‥‥この労働者統制を，ただちに，物資の生産と分配にたいす卑労働老管理へ発展  
（4）  

させなけれほならない」と考えていたし，また現実はソビエト権力の樹立後，国有化され  

た銀行やシ㌧／ジグ・－・卜などの経済管制高地にたいするプロレタリア－・トと貧農匿よる計画  

的調整と管理の実施へと進んでいたのである。  

（2）『レ・－エソ全集』，邦訳，第24巻，539ぺ－ジ。  

（3）同上，第24巻，57ぺ」－ジ。  

（4）同上，第24巻，540ぺ－ジ。   
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BCHXが創設されたのほ，そうした国民経済と国家財政の計画的組放化を基本的任務  

とする全国的な中心機関を必要としたからであった。だからBCHXには．これらの任務を遂  

行するために「国の経済生活を調整する－・般的規準と計画を作成し，中央および地方の調  

整諸機関（燃料，金属，運輸関係の諸協議会や中央食糧委員会その他），関係人民委員部  

（商工人民委，食糧人民委，虚業人民委，財務人民委，陸海軍人民委等），金口シア労働  

者統制会議の活動，および労働者階級の工場別および職業別組織の関係語活動を調整し統  
（5〉  

略する」という絶大な樅限が附与された。しかも注目されるのほ，人民委員部会議のもと  

に設置されたとはいえ，「BCHXの各部門は．国民経済生活の各部門を滑整する活動を行  

い，また関係諸人民委員部の措置を準鳳」したり，あるいは「国民経帝全体の調整にかん  

する一・切の漁法案と大きな措置」はBCHXを経由して∵人民委員会議にもちこ・奮なけれぼ  

（6）  

ならないなど，他の諸人民委員部を統轄する位置にあった与とである。   

BCHXは各部門別の総管理局（グラフク；rJIaBK）のはかに，その地方機関とレて国民  

経済会誠（ソブナルホーズ；CoBHapXO3）なもった。8CHXによって指導される州や県  

のソブナルホーーズほ，地方の必要をすべて計算し，規繊し，、地方の経済を計画化するだけ  

でなく，BCHXの重要な旛限である「没収，徴発，差押え，工業および商其のさまざま  

な部門のレンジケ－ト化の権限と生産，分配および国家財政の分野でのその他の措置をと  

Ir＼ る権限」をもち，国有化の措置をとったり，国有化された企業の管理などを行ったo   
BCHXは単なる国営企業の管理機関であるだけでなく，最初の中央計画機関である，  

といわれた。しかしながち，実際に．はア・パイコフがのべているよう紅，「国有工業の管盟  

を組織化する中央機関となったにすぎず，その清動ほ個々の基幹工巣部門の管理に・集中さ  

れていた。この時期には，最高国民経済会議ほ金工共についての概括的計画さえも作嘩し  

なかった。この時期の最高国民経済会議の活動は範囲の点ではちがっても，原則の点では  

農英人民委員部（ナルコムゼム），食糧人民委員部（ナルコムプロ－ド），労働人民委員  
（8）  

部（ナルコムりレード）の活動と同じようなものであった。」このように諸人民委員部を  

統轄する立場紅あるはずのBCHXは経済計画化の任務からますます遠ざかり，そ・の活動は  

諸人民委員部の活動と本質的紅かわらないものとなっていたのである。   

こうしてBCHXは国民経済の計画化の機能な喪失しながら，国有工巣企業の中央集権  

（5），（6J月eKpeで以COβeでCKO葺占用aCで払 でOMく′1，1957，CTp・172－173・  

（7）TaM〉Ke，CTpリ173  

（8モ Å＝Mバイコア，けグェ－＝司盟の経済制劇，上，野々村，岡共訳，1954，58ぺ一一汐。   
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的管理機関へと漸次転形してゆくのである。この転形を最初紅確認したと考えられるの  

は，BCHXが創設され・て1年にもみたない1918年8月の「BCHXについ｛’」に．おいてで  

ある。すなわち，それほ，この布告紅よって，BCHXが「金口シア中央執行委戌会の経済  

部」にその地位を変え、そのうえ．予算の審観梅および財務人民委員部ととも紅工業企業への  

融資の権限が与えられたとはい．え，ただ「一切の生産と分配を調達し，組織し，共和国の  
（9）  

一切の企共を管理する」こ．とにその機能が制限されたことにうかがえるのである。こうし  

て「国民経済生活な調整する一・般的規準と計画作成」の機能をうしなったBCHXの管理  

磯開化ほこれたとどまるこ．となく，日を追って推進され，1920年末から1921年はじめに．完  

了することは後にみるところである。   

－・方，国有工巣企業にほBCHXの産業部門別給管理局，いわゆる「グラフク」によっ  

て中央集権的な管理が行われた。グラフクほ藍工業部門の生産，輸送，納品などの計画を  

作成し，財務監督や原材料，労働力の配分や組織化の絶大な権限を一手に集中していた。  

そして外国干渉戦と内戦の時期の中央集権的規制が漁化されてゆく過程では，グラフキは  

地方や下級機関の自主性，発意，権限などを無視した－・元的な支配を行ったのである。そ 

のため・グラフキズムという言葉が生れ，官僚主義の別名になったはどであらた。したや；  

つて，いわゆる「戦時共産主義」の要求を反映した191年年後半以後のグラフキズムほ，そ  
（10）  

れ以前のグラフキズムとおのずとその性格を異にするのである。それはまた1918年6、月に  

全般的国有化が実施された結果，国有企其の数が急激紅増え，これらの企業匿たいする中  

央集権的管理を強化する必要から，1918年中英から次々と新しいグラフクが設立され，ま  

た寝工業の中央集権的管理機関のシ㌧亡ントリイ（ueHTpbI）のグラフク化によって－，1918  
（11）  

年秋に18であったものが1920年紅ほ52を数える紅いたったことからもうかがえよう。こう  

して各国有企業はグラフクとシ．エントリィに，後者ほそれぞれBCHXに従来以上に強く従  

属し，その中央集権的管理の過度の緊張を呼んだのである。   

国内戦の時期の計画機関のもっとも緊急の任務は，いうまでもなく，すべての物的およ  

び財的資源を国家の手紅葉申し，戦線の必要紅応じで－・切の物的資源を中央集権的に配分  

することであり，それを保障するために，エ共生産のプログラム，農産物調達計画および  

輸送計画を作成することであった。経済の計画と管理の槻能は，すでに′のペたように，グ  

（9）nHpeKTHBZ＞rf（nCCHCoBeTCKOrOrrPaBHTeJZhCTBa rZO XO3月iicTBeHHZ）IM BOrZP・   
OCaM，TOMl，1957，CTp・84・  

（1α CM・J7・E・AHZ（yR粛HOBa，Ha即OHaJm3a岬兄rIpOMbIⅢJreZIHOCTH B CCCP（1917－ 
1920rr．），1963，Cでp84 
（川 TaM二蹴e，CTp・87・   
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ラフクに集中されていた。けれども他方でほ，軍隊と住民にたいする中央集権的な庚給如  

拙がなかった。とこ．ろが1918年11月直なってBCHXの附属機関として設置された利用委  

員会（KoMHCCH兄 HCI了OJIb30BaI用わがそのような任務をもった機関となったのである。  

利用委員会は部局間の鋲給にかんする計画機関として活動し，BCHX，ナルコムブロード，  

ソ連邦労働組合中央評議会（BuCnC）および軍事関係部局の代表がその構成メンバーに  

参加したのである。  
（12）  

1918年11月の「供給の組織化について」によれほ，利用委員会の基本的任務は，生産物  

の分配計画，名生産物別の渾－・利用封画の作成であり，またそれを基礎にして供紀先別の供  

給計画せ作成することであった。したがって－，こ．の委員会は部局間の計画機関として．生産  

物の配分と供給の計画化と調整にかんする一切の権限を掌握していた。こういう点からい  

えぼ，利用委員会ほ供給に．かんする単一・の中央集権的な計画機関であったといえよう。  

軋ドップほ・この利用委員会について次のようにのべている。「∴供給がますます逼  

迫してくるにつれて，グラフクの活動そのものが最高国民経済会譲附属の利用委員会  
（】3）  

に従風するようになった。こ 

利用委員会がグラフク制圧の象徴的な役割をはたしえたのもー・時期にすぎないものであっ  

た。それほ，利用委員会がBCHXの管理機開化の進展とゴスプランの創設ととも，漸次  

その機能をゴスプランに移譲していったからである。この機能の移譲にたいしては国民経  
（14）  

済の統一・性を壷祝しない立場からの強い反対があったようであるが，1921年3月17日何の  

「計画委員会について」によって，利用委員会ほ寧CHX．から労働国防会議の管轄下に移  

され，そのうえ，委員会の搬限が「国の仙切の物的資源（燃料を除く）の人民委員部間へ  
（lT・）  

の分配計画」を作成することに限定されるにいたったのである。   

さて，BCHXの管理機開化か明らかになってくると，国民経済全体の単一L計画化を行う  

中央計画槻関を中心とする計画機関体系の問題が現起されてくるのほ当然であった。この  

中央集権的計画機関網の問題についてはレ－ニソがはやくも国内戦勃発前の1918年の春に  

すで紅その必要性を強調していたことが注目される。たとえば，レーーエソは第七回党大会  

（1918年3月）で次のようにのべている。「記帳の組織，巨大企業の統制，国家経済全体  

を，一山つの巨大な機構に，数百万の人々が一つの計画に指導されるような仕方で活動する  

CMl加peKTH8bIKnCCI4，TOMl，CTp・91－96 
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M。ドップ，『ソヴュート経済史』，野々村訳，1956，147ぺ－ジ。  

CM．肌．C‖ BeceJIHHa，“B」・H”neHHHH CO3AaH抒e rdcyRapCTBeHHO葺061qe・   
r7aHOBO丘KOMHCCIiH”≪BonpocbIHCTOPHH KnCC＞＞，No・4‖19与9，CTPn146 
u5）CMEHpeZ（TI柑br KnCC H，でOMl，CTP222   
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経済的有機体に転化すること，－これこそ，われわれの肩にかかっている巨大な組織上  
l＝い  

の任務である」と。また「あらゆる社会主義革命における，プロレタリアー†・とそれ  

に指導される貧農との主要な任務は，幾千万の人々の生存に必要な物資の計画的な生産と  

分配とを包括する新しい組織的諸関係の，きわめてこみ入ったこまかい網をあみあげると  
（17）  

いう，積極的なあるいは創造的な仕事である」とものべ，国民経済全体の撃－ヰ央計画機  

関を基軸把した部門別，地域別のこまかい計鱒機関綱をつくりあげることがどういう国民  

経済的な意義と蛮要性をもっているかを指摘していた。それだけではなく，レ「ニンは電  

化に．もとづくロシアのエ業の再編成と経済発展の計画をできうるかぎり早急に作成するた  

めに，専門家からなる一題の委員会をただちに・つくるように・との具体的な指示まで与えた  
（18）  

のであった。しかし，1918年なかばの国内戦の勃発はその実行を許さなかった◇国内戦湛 

勝利するために一切の物的資源を戦線へ動員しなければ額らず，また食糧予備，燃料予備  

が極度紅不足しており，それに．くわえ．て過度な中央集権的管理に・よって機能がマヒしてい  

たことなどが計画活動を阻害したからである。   

だが，1919年末から20年にかけての国内戦における勝利が単一・の経済計画の作成と中央  

集権的計画機関体系の創設の問題を再び提起することとなった。労農国防会議の労働国防  

会議（CoBeTTpyノqaHO60POHZir；CTO）への改組がその事惰を象徴的に・ものがたってい  

る。労農国防会議ほすべてのカと手段を国家の防衛払動員するために・，軍事関係省官庁の活  

動を統轄する必要から，1918年11月に・全ロシア中央執行委員会のもとに・設置されたもので  

ある。■ところが「1920年4月の軍事情勢がソピ・エト共和国が経済建設にとりかかるこ・とを  

可能にし，国防会議の前に労働戦線での活動のもっとも密接な統一の任務がおかれ，それ  
（19）  

に応じて国防会議は労働国防会議に改造」されることとなったのである。だが，その直後  

にはじまったポ－ランドの侵略は平和的な経済建設に着手するのをおくらせたが，その年  

の末に開かれた滞八回金口ジア・ソピ・エト大会は，労働国防会議に・「国の防衛と経済建設  
（20）  

を保障する分野での各部局の活動を調整し，強化すること」を基本的任務として課し，そ  

のうえこの任務を遂行すため紅必要な決定，命令および訓令をだしたり，とりわけ「単一 

計画を定め，それの承認をうるために．全ロシア中央執行委員会に提出し，この計画庭従っ  

那）『レ－エソ全集』，邦訳，第27巻，84・－85ぺ－ジ。  

（川 同上，第27巻，243ぺ－・ジ。  

（相 同上，第27巻，288ぺ－ジ参照。  

u9）nHpeKTHBbIKrICCH，TOMl，tLrPl197  
20：TaM〉Ⅸe，CTpl198 
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（21）  

てこ経済関係人民委員部の活動を方向づけ，その頃施を監督する．」などのきわめて大きな権  

限が与えられた。このことは，労働国防会議がBCHXの地位にとってかわって，国の経  

済諸機関の計画的指導と運営に．かんする全権を一手に握った最高機関の地位を占めること  

に．なったことを示すものであった。   

また他方では，いわほ「息抜きの時期」ともよぶぺき1920年2月に，計画化史上画期的  

な意義をもった事態が生れていた。それは金口レア中央執行委員会で電化問題にかんする  

決議が採択されたことである。この決議にほ次のように書かれている0  

「運輸を組織し，燃料や金程の危機を克服し，、疫病とたたかい，規律ある労働軍を組織  

するための当面の，もっとも重要な，猶予することのできない，第一儲的な任務とならん  

で，いまやソビエト・ロシアが，より計画的な経済建設に着手し，国民経済全体の国家計  

画の科学的立案とその一眉した実施とに着手する可能性がはじめて．生れた。電化の第∴義  

的な意義を考慮し，工業，農業，運輸等々，等々にとって電化がもつ意義を評価  

して，金口シア中央執行委員会はつぎのように決定する。最高国民経済会譲に・，農業  
（22）  

人民委員と協力して，発電所綱の建設計画を委任すること」   

この決議によって－，BCHX幹部会は1920年2月に・電気工業部のもとに設けられたロシア  

電化国家委員会（ゴ，エルロ；rO9JIPO）を確認し，また3月紅は労働国防会議が「ゴエ  

ルロ条令」を確認する、こ・ととなったのである0   

ゴエルロはすぐれた技術者でレーニンの古くからの親友であるr・M・クルジジャノフス  

キ－を議長に．，ロシア電化計画案の作成に着手し，同年12月に開かれた全ロンア・ソビエ  

ト大会でゴエルロ計画の基本方針が検討され採択されたのである。   

ここ∴ではゴエルロ計画の具体的内容を考察するわけに．ほゆかないが，この計画のもつ基  

本的特徴と画期的な意義をみておかなければならない。   

すでにレ－・ニンは，1920年1月25日付のクルジジャノフスキ一に．宛た手紙で，かれの論  

文についての感想をのべたなかで，「10～20年のうちに，エ業のロシアをも，虚業のロシ  

アをも，ロシア全土を電気のロシアにすることができるだろうといった，明るい（基本的  

に．はまったく科学的な）展望で大衆の心をひきつけるために，明瞭に，わかりやすく，い  
し23）  

ますぐこのような」r技術的な計画でなく，国家的な計画の草案」をつくるべきだ，との  

ペている。このことからも明確なようにレ－・ニンほ，「国民経済全体と国家計画の科学的  

位1）TaM二濫e，C－rp、198 

佗2）40JIeTIl刀aHa rO∋刀PO，1960，CTp・328 
（2罰『レーーニン全集』，邦訳，第35巻，475ぺ－ジ。   
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立案」の基礎となるべき，具体的で長期の展望をもった尉ヒ計画の作成に大きな政治的な  

意義を与えていた。  

ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ  実際に作成された′ゴエルロ討画ほ第八回ソビエト大会で「倍大な経坊計画の第一歩」と  
（24）  

して評価され，確認された。ゴエルロ封画ほ単に当面の電化計画であるだけでなく，10′¶・ノ  

15年の長期の箇化に．もとづく「明確な，精傭に計算された，具体的な」国家計画であっ  

た。レーーエソはこの計画を評して「これほ，あらましの，最初の，大ざっばな，誤りもあ  

る計画，『最初の接近としての』計画にすぎないが，しかし，これほ兵の科学的な計画であ  
く25）  

る」とのべ，その画期的な意義を指摘している。このようなゴ1エルロ計画の本質は，国内  

戦と干渉観で破綻した国民経済を棲興するために，まず輸送状態の改善と，燃料危機と食  
（28）  

程危機からきり披けるための基礎に電化討画をすえたという∈・とに・あるだけでなく，その  

実施な通じて小商品生産の農業に社会主義生産物を供給しつつ，農業の社会主義的改造の  

基礎をつくりあげるという，いわば社会主義の物質的・生産的基礎を創出することにあっ  

た，ことは明らかであり，「第2の党綱領」とのレーーニソの評価は決して誇張でほなかった。   

さて，環八回金口レア・ソビエト大会は，労働国防全量に国民経済の全般的調整と計画  

化の任務を課し，それを再編・強化したこと，およぴゴエルロ計画を採択し布こと以外  

に，「経済管理の地方諸機関について」という決定を行っており，これほその後の計画・  

管理機構の発展の重要な契機となったものであり，つぎにそれを検討しよう。   

との決定の基本的な内容はおおよそ次のようなものであった。すべての地方機関の経済  

活動廃統一↓，強化するために，第」・に，県執行委員会のもとに県経済協議会（ry69KOCO）  

を設置し，それに経済関係人民委員部（BCHx，農菓，金程，労働および財務の各人民委  

員部）の地方諸機関の活動を調整する任務を与え，第二に県ソブナルホ－ズの鶴間外に・  

BCHXの特別諸機関を地方に／設置することは許されず，BCHXのツエントリィとグラフク  

が単一詔画に．もとづいて県ソブナルれ－ズの活動を指導・調整・統制を行う機関に再編成さ  

れたこと，第三に，国民経済全部門の生産計画の作成と実施，生産プログラムと供給計画  

の作成と確認，金工其の全般的指導がBCHXとその機関の義務と式任であると明記された  
（27）  

． ことなどである。・また重要なことは，この決定にもとづいて，国有工業企菜の管理機構が  

C24）40J7eT rIJraHa rO：）nPO，1960，CTp・331 
但51『レーーニシ全集皿邦訳，第32巻，142ぺ－ジ。  

個 CM．40JIeTIl刀aHa rO9JIPO，CTp‘330  
（27）CM几呼eKTHBbIKnCC H・TOMl，CTP185－190 
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再編成されたことである。すなわら国有工業企業は3っのグル－プ紅分けられ，そ・れぞれ  

の企業グループにたいする管理の責任機関が明確紅された。第一・のグループは全国家的な  

意表をもつ，大規模な金属工黄，発電所などで，BCHXが直接指導し，解2の中規模の企業  

グループは県に移管され，県ソブナルホ－ズが管理し，第3の小規模の企業グループは郡  

執行委員会が管理に．あたることになった。   

こ・の決定のねらいは，戦時共産主義のもとで形成されたBCHXを了貞点とする過度の中央  

集権的，官僚主義的な国有企菜の管理体制を一・掃するための第一・歩として，ツエントリィ，  

グラフクから地方のソブナルホー・ズにいたるBCHXの諸機関の権限を工業企兼の管理め分  

野紅限定することに・あった。したがって，それほ，同時に県や郡の自主性を高めることに 

なり，BCHXのエ英人民委員部への転化をいっそう促したという点紅．もその意義があっ  

た。けれども，当時，労働国防会議が地方ソビエト機関紅あてた指令で指摘されたように．，  

まだまだ「地方ではさまぎまな官庁間の調和された活動が欠けて．シ、るということが－－経  
（28）  

済建設をはばむ大きな弊害の一つ」となっていた。したがって地方経済協議会の任務ほ「  
（29）  

この不調和をとりのぞき，地方諸機関の自主性をのばすこと」とされたのである。1921年  

6月にほ労働国防会談のもとに，こうした経済協議会が州，・県，郡，地区から郷および村  

に・いたるまで設置され，地方経済協議会網が整備されるに．いたった。この編成がえ紅．よっ  

て，「地方の経済機関の調和した，生き生きとした，創意性のある，官僚主義的な狭陰さ  
（80）  

から解放された，しかも精確な」活動が保障できると考えられたのである。それはネップ  

の諸条件に対応した地方語機関の権限の拡大であり，その発意と創意を高める措置であっ  

た0かくして，1920年末から21年紅かけて労働国防会議は国民経済会体の計画的調整機関  

としてその機能を拡大する－・方，BCH羊の経済管理機関＝工業人民委員部への転化は一段  

と進んだのである。そしてこ・の転化を決定的なものにするのが，1921年2月の中央討画機  

関，すなわち国家計画委員会（ゴスプラン）の創設であり，3月の部門別計画委員会の設  
（＄1）  

置であった，ことを指摘しておかなければならない。  

（二）  

すでにみたように，1920年末には国民経済全体の計画化と調整の機能が労働国防会議常 

郎い姻『レー・ニン全集』，邦訳，節32巻，414ぺ－ジ 

（30）加peK川BbT KnCCH，TOMl，CTp・243 
C31）CMい0・Eh TyMaH5I払 Pa3BHTHerZJraHHPOBaHH兄B CCCP，1958，CTP51 
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集中されていた。当時ほ経済計画化といっても，計画化の物質的基礎ほ未成熟であって，  

単一・の国民隆塔計画の作成をめざしなカモらも，部分的な生産計画や建設計画の作成に終始  

していた。それだけに「国民経済の統一性」をもとめる努力も強かったといえ卓う0これ  

らの部分的な諸計画を調整し統一・して単一・の国民経済封画を作成するには，各種の経済諸  

機関の計画活動を調撃する特別な単一の中央計画機関の必要性がでてくるのは必然的であ  

ったといえる。1921年2月に労働国防会議のもとに／設置された国家計画委員会（ゴスプラ  

ン）が，この要求紅こたえたものであった。   

単一・の中央集権的計画機関の創設過程を考察する紅あ撃って，注憩すべきなのは，レー  

ニンのこの問題に．かんする構想である。すなわち，レ－エソはクル汐ジャノフスキ一に・宛  

て，「電化計画をぬきにして，すべての『計画』に．（すべての『計画委員会』にも，『計画綱  
（S2）  

餞』にも）なんの価値があるだろうか？なんの価値もない。」と書き送り，さら紅単一・計  

画機関とギエルロとの関係について「本来から言えは，ゴエルロこそ人民委員会譲付属の  

単一・ 
（33）  

うし，そうしてほ正しくもあるまい」と甲ぺ，単一・計画機関の問題を解決する虹あたっての  

原則とその困難を指摘していることであ挙○それだけにとどまらず，かれは単劇討画機関  

の創出の具体的な3つの方法を考えていた。すなわち，その一・つは「小人民委員会経済部」  

紅協議梅をもったゴエルロ代表を入れる。第二案ほ「ゴ工ルロを人民委員会議付属の常設  

軍員会とする」。第三案ほ．「すべての人民委員部に付属したすべての計画委員会をゴエル  
（34）  

ロど結びつけ，同格にする」、などである。このように，レーニンは単一・計画機関の創設に  

あたってゴエルロとの関係をどれほど重要視し，ゴェルロを基軸にした計画委員会でなけ  

れば，いかなる計画委員会といえども意味のないものであると考えていたことがわかる。   

しかる転，1921年～月にはゴエルロから一応きりほなしたかたちでゴスプランが創設さ  

れるにいたるのである0われわれは，単一・計画機関の創設の問題をこのようなかたちで解  

決することに踏みきるまでのレ－エソの考えの推移を十分に追うことができない。しかし  

この問題を解く鍵を与えてくれるものがないとはいえない。その第一・ほ，「国家罰画委員会  

条令」第1条紅のべられたゴスプラン設立の理由・日的である。すなわち「第八回ソピ・エ  

ト大会が採択した電化計画にもとづいて単一・の全国家経済計画を作成し，この計画の実施  

仁払（33）屯【レ－ニン全集』，邦訳，第35巻，507ぺ－ジ。  

駒 岡上，第35巻，507－508ぺ－ジ参照。   
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（35）  

を全面的紅監督する」ことをコスプラン設立の目的としていることである。これほ，ゴス  

プランがゴエルロ計画にもとづく単一・経済計画の作成と実施に．あたる中央計画機関であっ  

て，ゴーエルロとゴエルロ計画を基礎にせずしてほ存在しえないこ．とを意味している。した  

がって，第二に，はやくも1921年6月にゴエルロがゴスプランの、エネルギー部のもとに吸  
（Sり  

収・廃止されたという事情がそれをうらづけていることである。これらのことから，ゴエ  

ルロとその計画匿画期的な意義を認め，ゴエルロを基礎とした単一・計画機関の創設という  

レーニンの構想ほ，そのま」ゴスプラン創設の基礎に置かれ，実現されたといえるゐでは  

なかろうか。  
（3り   

さて，こうして創設された初期のゴスプランは次のような任務をもった。   

a） 単一・の全国家経済計画，その実施の方法と順序の作成   

b） 国民経済全部門にわたる各部局串よび州（経済）組織の生産プログラム，ならび  

に計画上の提案の検討と全国家計画との調整，および作美順序の確定   

C） 国家経済計画の実施陀必要な知識の発展と研究の組織化，また要員の利用と養成  

にかんする全国家的性格をもつ措置の作成   

d） 国民経済計画乾かんする，その実施の方法とそれに応じた労働組織の形態にかん  

する情報を広鞄な住民に宣伝する措置の作成   

このように，ゴスプランの第一・の基本的な任務ほ，ゴエルロ計画を基礎にした国民経済  

全体の単一長期発展計画の作成であった。そのために，ゴスプランは部門別原則と機能原  

則で設置された多くの部局と小委員会からなる機械をもった。すなわち，当面の計画上の  

提案を行う小委員会，エネルギ一部，農業部，工業部，運輸部，物的資源の計算と分配お  

よび労働組織にかんする小委員会，および外国貿易と利権にかんする小委員会などがそれ  
しこi卓）  

である。   

しかし，単一・の国民経済計画化は部門別に作成されることだけでなく，地域別原則によ  

っても作成されなければならない。そのためには部門別の計画委員会と地域別の計画委員  

会がゴスプランの下級計画委員会網として形成されることが必要であった。そうして，部  

門別および地域別のそれぞれの計画委員会で作成された経済計画を中央計画機闇であるゴ  

（35）伽PeKTH甲bTI（IICCH，TCMl，CTP203 
（36）CMl40JIeT rtJIaHa rO9JIPO，CTP“335 
（抑皿叩eKrH弘IKnCCH，TOMl，C一戸・：03  
（38）CMr”肌・CopoIくHH，口JIaH叩OBaHHe HaPOLLHOrO XO35I葺CTBa CCCP，1961，   
CTpl258・   
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スプランに集中し，調整してこそほじめて単一経済計画を作成することができた。とこ・ろ  

が，初期のゴスプランにほ．このような計画委員綱が不完全にしか整備されていなかった。  

部門別の計画委員会網はゴスプラン創設直後佐一風塵備されたが，「地方経済諸機関との  
（39）  

連絡がすべて欠けていた」という状態がしばらく続き，地域別計画機関網の形成がおくれ  

たのである。   

それでほ，地域別および部門別の計画機関がどのような過程を通って形成され，ゴスプ  

ランのもとに編成されていったか，いいかえれば，ゴスプランを中心とする社会主義計画  

機関体系の形成過程を概括しておこう。  

1921年2月のゴスプラン条令では，・ゴスプランほその基本的任務の－いつとして，経済部  

門別の各部局と州経済機関が作成する生産プログラムと計画上の提案を検討し，全国家計  

画との調整を行わなけれはならなかった。とこ・うが，すセにみたように，この任務の遂行  

を保障できるような経済部門別および地域別の計画委員会を織機的に整備していなかっ  

た。そのうえ，部門間の連結・調整を行う数多くの部門間委員会や人民委員部付属の常設  

会議があって，機関の平行性と不調和なせみ，また機構のいたずらな膨張をもたらしてい  

た。これらの欠陥をとり除き，「各部分の正んい相互関係をつくりだす」目的で，1921年  

3月の人民委員会議令「計画委員令について」によって，経済灘門別の計画委員会が従来  
（40）  

の部局間委員会と常設会議拓かわって設けられたのである。すなわち，農業人民要員部の  

もと紅塵林総合釘画委早会（3eMnⅥaH）が設けられ，また工業では労働国防会議の中央  

生産委員会を改親し，工業発展総合計画の作成と鉱工業の全部門の生産プログラムの検討  

紅その任務をかぎって，BCHXのもとに中央封画委員会（npoMn刀aH）が設けられ，さ  

らに建設業ではBCHXのもとに建設総合計画の作成を任務とする中央総合計画委員会  

（CrpO如∬aH）が設置されるなど，運輸業，燃料工業にもそれ牒れトランスプラン（Tpa・  

HCrI∬aH），トププラン（To口n瓜aIl）が設けられ，分配，貿易，財務，原料，調達をふくむ  

全部門に計画要点会がつくられたのである。ここで注目されるのは，ノ「グラフキズム制度  

の頂点」といわれた利用委員会がBCHXから労拗国防会議のもと紅移され，燃料を除く  

物的資蘭の諸人民委員部への配分計画卑決定する樅限だけが一与えられたことである。   

こうして経済部門別の計画委員会網が形成され，計画調整滑勒にみられた部門間の不調  

和を排除する基礎をつくった。   

（39）、F… ポロック，『ソグエト連邦計画経済史論．蜃，森谷汎1932，316ぺ－ジ。  

（40）CMnHPe王ぐrHBbIKnCCH，TOMl，CTPl217   
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ついで1921年6月には，すでに指摘したように，ゴエルロがゴスプランに吸収・廃止さ  

れ，また地方経済協議会絢が形成された。しかし，この地方経済協議会ほ計画化の機能を  

もっていなかった。たとえば，州経済協議会（06JraCTHOe9ⅨOHOMHtleCIくOe COBeuleHZ4e；  

0：）C）についてみると，それほ州内のいくつかの県経済協読会（ry6epHOe3KO如耽椚e－  

C重くOe COBe叫eHHe；「三）C）と地方経済諸機関の活動の指導と詔詔整，人民委員部が採択した  
（dl）  

諸計画の検討と調整および実施の監督などを任務とするにすぎない，いわは地方における  

経覇諸機関の全般的な調整機関に．すぎないものであった。   

ところが，地域別の計画機関禍の形成の問題は，これらの地方経済協議会に．経済討画化  

の任務を与えることによって解決されることとなった。それは，部門別の計画機関鯛がで  

きてから1年3カ月後，地方経済協議会ができてから1年後の1922年6月の「州計画委員  

会条令」によっでである。この条令によって州経済協議会（09C）のもとに州計画委員  

会（オブルブラン：06JI汀刀aIi）が設置された。オブルブランは，諸官庁の州機関や県計画  

委員会（グププラン：ry6r川aH）の協力をえて，国民経済全体の総合計画を作成する資料  

をゴスプランに提出するため，ゴスプランと州経済協議会の指示にもとづいて州経済の長  

期と短期の計画を作成し，州内部の地方分権化の諸問題を研究しなけれほならないとされ  
（42）  

た。こうして州経済協議会ほ地方における蚊高の討画機関となり，ここに地域別の討画委  

員会網が完成されたのである。   

かくして，「ゴスプランと地方計画機関，人民委員部と部局の計画委員会ほ，ソビエト  

国家が戦争から平和的な経済建設へ・の移行を完了した時期に，経済戦線匿おいて資本主義  

（43）  

に串いする決定的なたたかいが展開された時期に創設されたのである。」そして，ゴスプ  

ランを基軸にし，地域別と部Iり別の討画委員会網を逓凝にした中央集権的な計画機関体系  

の完成は，1922年6月の新ゴスプラン条令において確認されることとなる。   

新ゴスプラン条令の鱒2条にほ次のように確認され七いる。「ゴスプランほその活動に  

おいては，経済関係人民委員部（財務人民委員郡と内務人民委員部を含む）の計画委員  

会，およびゴスプランの事前の指示紅もとづいてソ連邦のそれぞれの経済部門と州別降計  

画を作成しその最終的な報告を労働国防会談の承認をうるためにゴスプランに提出する州  

粗1）CM‥ TaM二渥e，CTP．245－246 

（42）CM・ITaM罰くe，CTP341 
（43）H・A‖ rJIaRKOB，OtlePKKm）HCTOPHH HaPORHOrO XO35IAcTBaCCCP，C60PHHK   
CTaTe軋1959，CTPい19   
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（44）  

計画委員会に依拠する」と。したがって，ゴスプランの任務も拡大され，単に長期および  

短期の国民経済計画を立案するだけではなく，生産計画も国民経済全体の調整計画も作成  
（45）  

しなけれはならなくなったのである。   

とこにゴスプランは，地域別および部門別の計画委会網を完成し，単一・の中央計画機関  

として一社会主義的な中央集権的計画機関体系を形成するにいたった。このように機構的に  

も整備され，かつ大きな任務と権限をもったゴスプランは，それ以後，年皮統制数字と五  

カ年の長期国民経済発展計画の作成な・通して．，国民経済全体の計画化針「事に集中した中  

央計画機関としてそ・の役割を高め，その地位を強化して－いくのである。  

（．三）  

七こでほ，われわれほ国民経済の復興期と社会主義工業化期のゴスプランを中心とする  

計画機関体系とその活動を考察するにさきだち，前述したように，工業人民委員部化した  

とほいえ，国有工業の計画・管理・指導の権限を握っていたBCHXが，新しい経済的灸  

件紅どう適応し，・発展していったかを，工糞計画化の機能を中心に管理制皮の改革に沿っ  

て簡尊に考察すること紅しよう。   

周知のように，新経済政策（ネップ）による国民経済の複興は1921年の第十回免大会か  

らほじまる。食糧徴発利から食糧税への移行ほ，虚菜の急速な復興と，それにもとづく虚  

巣からの食粒，原料および燃料などの供給に．よる工業の復興を予定したものであった。商  

品・市場関係の利用を基礎忙して労彪同盟を強化し，全国民経済の復興と社会主義の物貿  

的・技術的基礎を建設するという新しい経済的・政冶的課題を遂行するには，戦時共産主義  

の時期に形成写れた極端な中央集権的工業管理の組織形態は栓絶となった。したがって，  

ネップの新しい条件のもとでは過度の集中化とグラフキズム制度の岬瀾・からはじまる工共  

管理制皮の改組によって，地方機関や企業の創意性と大衆の創造的なイニレアチ－プを発  

展させることが第一・に必要とされた。そのために，民主集中制原則の正しい適用にもとづ  

く新しい工業管理制皮の確立がもとめられたのである。   

このよう 

と労励国防会議決定であろう。   

まづこれらの決定の基本的内容をみると，それまでの単一・の中心からの剛元的な国有企  

（城且叩e重くでHBbIKnCC H，TOMl，CLTp・342・  
㈹ CM・TaM〉Ke，CTp・342 
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菜の指導をなぐすために，BCHXのグラフキとツエン1リィを廃止し，それにかわって  

各工業部門別の総管理局を組織し，そして国有工業企業の直接的管理はソブナルホ－ズが  

行い，ソブナルホーズは経済計算制原則にもとづいて組織された国営†ラストを通じて企  
（46）  

業を指導する，というものであった。   

国有企業の基本的な組織形態ほt・ラストであった。だから直接経営にかんす卑機能ほす  

べて．トラス【・に移り，BCHX紅は調整と－・般的指導の機能だけが残されているにすぎな  

かった。したがって，「トラスト化ほ新しい管理制皮の基本原則（実際的搬能の非集中化  
（47）  

のもとでの計画的指導と調整の集中化）の実現形態」といわれたのである。   

そ．の後，1922年2月にはレンジケ∬ト化がはじまり，それまでトラストがもっていた供  

給・販売の機能をシぺ／ジグートに移譲することによって，、トラストほ生産の組織化と管理  

に集中することができるようになった。   

したがっで，グラフキズムの廃止と部門別総管理局の設置，ソブナルホーズの権限の拡  

大とトラスト化という一遍の措置ほ，ネップの無政府的な市場条件のなかで，企業に密着  

した，機能的な管理と指導を保障することにそ・の目的があったといえよう。   

ところが，1922年のソピ，エト連邦の成立紅ともなうBCHXの改雑は，このような新し  

い管理制皮を確認するだけにとどまらず，いっそうの改選措置をとるものであった。  
（48）  

1923年11月の「最高国民経済会議令」紅よると，トラス十（企業）は全連邦所属トラス  

ト，連邦共和国所属トラスト，および地方所属トラス†に分割され，BCHXは全連邦的  

重要性をもつ国有企業（燃料，金属，軍事などの工業企業）を直接檻管理し，これらの企  

業の生産計画と財務罰画を作成・遂行するだけでなく，連邦共和国所属tラスt・（皮革，  

食品などの企業）を指導・管理する連邦共和国ソブナルホ－ズの活動をも指導しなけれぼ  

ならない任務があたえられた0そして，これ年の任務を遂行するために，BCHXの機構  

が再編成されることになった。すなわち，経済総管理局（r9y）および国有工業中央管理  

局しuyrrPO川．）の二つの機関が設置されたのである。国有工業中央管理局は，トラスト  

企業匿たいし機動的な管理を行うために，工業部門別の管理部をもち，国有企業の固定設  

備の管理やその活動全般の監督を行う機関であった。だが注目しなけれほならないのほ，  

経済総管理局であって，それは連邦共和国㌧ソブナルホーズを指導し，全般的な工業政策を  

（姻 C肌raM光e，CLrpい254－・261 
（47）CoBeTCIくOe HaPO且HOe XO35I最CTBO B1921－1925rr，1960，CTp・105 
姻 CM・加peKTH8bIKnCCK 一，TOMl，Cでpい413－417 
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立案し，長期と短期の生産計画を作成するという主要な任務をもっていた。このことは，  

経済総管理局がBCHXのなかでの実賀的な計画委員会の地位を占めて－いたことを示すも   

のである。   

しかし，国有工業にたいするBCHXのこのような封画・管理方式ほ．複興期末までの3  

カ年しか続かなかった。その主要な理由をア・バイコフほi欠のように説明している。「3  

年間（1923｛ノ6年）の経験により，管理，計画化および規制の機能を経済総管理局と中央管  

理局とに分配すると，工業生産発展の計画的規制を強化するという本来の課題を達成する  

さまたげになることがわかった。計画的規制は全国的患安性のある工業にだけしか及ぼ  

ず，共和国工業や，ことに県や地方の工業の発展は計画的統制の外にぬけでてしまったの  
（49）  

である」と。   

もちろん，共和国や地方所属の工業企業な一計画的に規制できなかったという欠鱒は，単  

なる計画・管理機機上の原因だけで生れたものでほなかった。たしかに．，1923年の第十二  

回党大会では，単一・の年度計画を作成する問題を当面の実践的課題として押しださ 
（50）  

いたが，復興期が部分的な部門計画に終る単一・計画化への準備的段階であったことにもそ  

の原閑の－・端があった＼ことは後に考察す－るとこ．ろである。   

さて，1925年末における国民経済の復興の完了ほ，同時に社会主義工業化への移行のは  

じまりであっ長。社会主義工業化ほ，重工業の優先的発展のもとに国民経済全体の技術的  

丙嚢備を行い，社会主義の物質的・技術的基礎の創出を目ざすものであったから，そのた  

めには．，すべての物的資源，財的予備および労働資源を動員する必要があった。1926年秋  

のBCHXの改組ほ，このような要請にこたえたものと位置づけられよう。  

1926年の工業管理組織の改革がめざした主要な方向は「最高国民経済会議の諸機関と地  
、こ－：，  

方におけるその機関の部門分割の強化」といわれる特徴をもったものであった。すなわ  

ら，かつての中央国有工業管理局にかわって，8つの名工業部門別姶管理局〔グラフクニ〕（  

金属・軍需・繊維・化学・電気技術・木材・製紙・農業機械・食品・鉱山・燃料・地質調査）  
（52）  

と皮革工菜および印刷工業の2っのユ米委員会が設けられた。これらのグラフクは全速  

（49）A一．バイコフ，『ソグエ－・ト同盟の経済制度』，邦訳，144ぺ－ジ。  

（50）CM”KnCC B Pe30JIK）JIHEX HPeHle血兄ⅩCもe！ROB，KOH㊥epem用崩HrIJrel】yMOB   
uK，q・1，1954，（汀p693  

（51）T・HlnOfIH30B，yrTPaBJIeI用eIIPOMbruZJIeHHhrMIIPOH3BOLtC・r130MCCCP，1963，   
CTp81 
（52）CM・∋KOHOM肌eC王くa貞光托3HZ）CCCP，1961，CTP”167・   
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邦的規模での年度および長期討画の作成，基本作業と新しい作業建琴プログラムの作成，  

（53）  

金工業の全般的調盤，トラストおよぴレンジケ叫トの活動の監督などを任務とした。しか  

し，これらのグラフクや委員会の活動を調整する必要がでてきたので，やがて従来の総管  

理局（「：）y）にかわって粗放された経済計画管理局（ri9y）がその任務にあたることに  

なった。討画総管理局はグラフクの活動庭統一・し，「年々の生産計画と工業建設酎画を起  

草すると同時に，いっそう長期にわたってレンジケ－トの活動をいっそう厳椅に管理する  
（う4）  

ための『展望』計画を起草すること」をその任務としたのである。   

このような部門別工業管理原則ほ連邦共和国BCHXなどの権限の拡大軋みられる地域  

原則の強化と結合して，この時期の計画・管理制皮改尊の特徴をなしていた。だが，こ．の  

新しい工米管理制度も3年にして改革されねばならなかった。それほ第一次五カ年計画の  

実施による社会主義建殻の新たな課題にこたえなけれぼならなかったからである。  

1929年12月の改革は，従来のソ連邦BCHXの総管理局（グラフク）と委員会を廃止  

し，レンジケ－・トを基礎に工業部門管理の独立採算機関である企業合同（06be月好打e血e  

npe即隕朋m摘）を設けさら紅，工米企業な「ユ米管理の基本的環」としてその相対的な独  
l：、い  

自性を高めることな・基本的な内容とするものであった。この改革はソ連邦のエ業管理制皮  

史上きわめて罷要な意義をもつものであったことを指摘する紅とどめ，ことでは計画機能  

にかんする基本的特徴についてのぺるにとどめたい。   

この管理制皮の改組の結果，企共合同が生産の計画化，基本建設吟計画化と指導・販売  

・調達の組織化と指導などの任務をもち，またBCHXは「下部機関にたいする日常的な  

干渉」を止め，もっぱら「工業の発展とその技術的改造のための生産・財務計画の作成，  

各工業部門の活動の調整，短期計画化と工業の調整の分野における患要指令の作成，およ  
（56）  

びその遂行の監督」紅注意を集中させることになったb   

ところが，その後ますます部門別の企業合同の分割がすすみ，1931年6月に重工業で32  
（57）  

を数えるにすぎなかった企業合同が1932年秋には7牝増加していた。このような部門別合  

伍3）CMrnOCTPOeHHe中yHAaMeHTaCO岬aJmCTHqeCKO蕗3KOHOMHKHBCCCP，1926－  
1932rr…，1960，CTp‖ 37 

（5亜 Aい パイコフ，前掲番，144ぺ一－ジ。  

（55）CM几呼eKTHBbIKnCC H，TOM2，CTP‖ユ26  
即l月叩eKTHBb！′K口CCH，でOMl・Cでp・131－132  
6竹 CM・nOCrPOeZIHe如E7RaMeZITaCOZl拷aJTHCTHTeCZ（O蕗三抽に用OMHKⅢB CCCP，1926－  
1932rr・ICTp40・   
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同の分割は必然的に管理組織をいたずらに膨張させずにはおかなかった。それほ社会主義  

工業化の発展によって企業の数が増加したことや，企業間の質的な差違が，あるいは全国  
（58）  

的な分散が合同の側からの指導を困難にしたからであった。   

こうして，企業数が増加し，企業合同自体が多数に分割されていった経済的条件のもと  

では，企業合同ほ生産物の販売・調達紅も，物財・破術供給にも統一・した管理・指導な・行  

いえず，生産の計画化や基本建設の計画化と指導という主要な任務を十分に果すことがで  

きなくなったのも当然であった。   

これらのことからも明らかなように，社会主義工業化の成功で－・段と増加した工業部門  

と企業活動全般をBCHX という－・つの中心から指導・管理を行うことが不可儲となって 

いたのである。したがって－，1930年代のBCHXの諸人民委員部への分裂は必然的なもの  

であった。、すなわち1931年12月の決定がBCHXから軽工業人民委員と製材人民委員部を  

分離して独立した人民委員部としたこ．とからほじまり，翌1932年にはBCHX自＼体が歪工  

業人民委員部に解消し，その後の「細胞分裂」の新しい核となった。こ．うして1936年に・ほ  

国防人民委員部が，1937年紅ほ概械製作人民委員部が分離し，ついに1939年末にほ6つの  

連邦」、共和国人民委員部と15の全速邦人民委員部を数えるにいたり，ここに部門別管理方  

式が完成するのである0   

以上の考察から明らかなように，ネップ初期にほすでに工業人民委員部に変貌していた  

BCflXは，復興期と社会主義工業化期の国有工業にたいする計画的統制と管理の任務なら  

び転権限を集中しながら，各発展段階に適応してその機構を再編し改著してきた。BCHX  

が工業諸人民委員部への細分化を開始する1930年代のほじめまでの国有工業の計画化と調  

整紅かんする機関の発展にほ2っの段階があった。けれども1923年の経済総管理局は全般  

的な工業政策と長期および短期の計画作成を担当したが，その計画的統制は全速邦的な重  

要企業にしか及ばなかったし，1926年の改組では経済総管理局にかわって設けられた経済  

計画管理局は年々の生産計画と建設計画を作成したが，総管理局（グラフク）の廃止か  

ら企業合同の形成，その分割および総管理局（グデフク）の復括と進展するなかでは 

BCHXは工業計画化の機能を十分に果しえずに，諸人民委員部に解体していったといえ  

よう。こうして部門別人民委員部の完成ととも紅新しい部門別の計画機関体系が再編成さ   

れていくのである。  

（58）TaM二嵩e，Crp40   
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（四）  

国有工業の計画・管理機関でゴスプランのもっとも頭要な部門別計画機関の一つをなし  

て：いたBCHXの推移についてほすでに考察した。それでは，ゴスプランそのものは復興  

期および社会主義建設の新しい事態にど一う対応し，国民経済全体の肇－・の総合的計画化と  

う課題を五カ年封画の作成とその遂行の成功のうちに達成することができたのであろう   

か。  

1921年2月にゴスプランが創設されで以来，1922年6月までの問にゴスプラン自体が地  

域別および部門別計画税開梱を下級機関として．編成し，社会主義的な中央集権的計画機関  

体系の実体を形成していった過程はすでに明らかにしたところである。周知のように，1922  

年のゴスプランが経済関係人民委員部の計画委員会と州計画委員会に依拠して長期と短期  

の経済計画だけでなく，国民経済全体の生産計画も調整計画をも作成するというきわめて  

大きな任務をもち，ネップに対応した任務と機構をととのえいた。   

ところが，ソビエト連邦の成立匿よるロシア・ソビエト共和国ゴスプランのソ連邦ゴス  

プランへの編成替え（1923年8月）ほ国民経済全体の渾一朗画化という最重要課題を従来  

以上檻強く押しだすことになり，それにともなってゴスプランの任務も拡大され，その機  

構も改組されることになった。すなわちソ連邦ゴスプランの基本的任務ほ，（1）ソ連邦に加  

盟して－いる各連邦共和国の国民経済計画を調整し，単・一・の全連邦長期経済計画と短期計画  

を作成すること，および単一・の連邦計画の遂行ノを系統的に監偏し，国民経済全体を調整す  

ること，（2儲官庁が人民委員会議や労働国防会談にもちこむ経済問題や財政問題にかんす  

る重要法令と決定に結論をあたえること，（3偲海流通，信胤銀行業務にかんする基本問題  
（β9）  

を検討すること，また年度予算を検討し，人民委員会議に提出すること，などであった。欝  

一億的な任務である全逓邦的単一凝済計画の作成のため，ゴスプランの機構を従来の経済  

部門別から機能別に改組された（実際には依然として部門別のまゝであったといわれる。）  

また幹部会とならんで3つの部局，すなわち長期計画の作成にあたる復興部，部門別の生  

産プログラムを作成する生産部，商共，貿易，予凱財政などの分野で引画活動をする経  
（60）  

堵部が設置され，各部の議長粧ゴスプラン議長代理の資格が与えられたい   

他方，遜邦共和国ゴスプランは各経済部門と州の計画を作成し，ソ連邦ゴスプラン把捉  

（59）CML几叩eKTHBbIK口CC H：，TOMl，CTP”406 
嶋功 F．ポロック，前掲書，333－335ぺ－ジ参照。   
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出しなけれほならなかった。ま挺すでにのべたように，1923年にBCHXの創設にさいし  

て設置された経済総管理局（n3y）の工業討画委員会（npoMrI刀aH）が，さらにほ1926年  

にそれにかわっ′て設置された経済計画管理局（n∂y）が全般的な生産計画と工業関係予算  

を，とくに連邦計画の一・部としてその長期と短期の討画案を作成し，コスプラン紅提出し  
（61）  

なければならなかったのである。   

こうして，コスプランを頂点とする計画機関体系は，筏興期と社会主義工濃化期の使按  

的計画化分野の拡大に応じて，その任務と機能ほ－・段と強化され，実際の計画化活動を通  

して組織的な整備を受けていくのである。   

ではここで，ソ連邦ゴスプランの初期の計画碍勤に目を診し，その2・3の特徴を明ら  

かにしておこう。ソ連邦ゴスプランが泉初に着手した仕事は1925／26年度国民経済発展年  

度統制数字案の作成である。ゴスプランがこの作成作業開始した1925年4月ごろには計画  

化の分野では単一・計画化への移行の条件がしだいに熟しつつあった。つまり，1924／25年  

に部門計画化の分野で蔓要な鼠功がみられ，しっかりした年度予算が作成されたこと，調  

達の全分野に計画原則注適用されたこと，それから禎雉な銀行体系にも討画化が行なわれ  
（6亡l  

たことなどがそれであった。このような諸条件を背憑忙して「1925年4月に統制数字作成  

のための特別委員会がゴスプラン内に設置された。そしてこの委員会は憺歎すべき労働強  
（63）  

皮をもってはとんど4カ月でその任務を完了」することができたのである。   

だが，作成された1925／26年度統制数字は，最初の年度統制数字として「部門計画の準  
（64）  

備においても，計画化方蔭論の形成においても意義をもつものであった」にもかかわら  

ず，欠陥と誤算もまた多かった。わけても当時ブスプランの指導的理論家であったスミル  

ガ，バザーロフ ，グローマンらが「社会化問題，私的贅本主義的諸調係の抑制の方針にた  
（65）  

いして誤った態度」をとったことが主要な欠陥であった。なぜなら，このような方法論上  

の「、誤った態度」が「穀物調達，輸出入，通貨および信用の諸計画の誇張，またとれと関連  
（郎）  

した工未発展と基本建設プログラムの誇張にあらわれた経済の計画如旨導における失敗」  

（61）CMlrIpaBOBbre BOrIPOCb！r7JTaHHPOBaHH兄】叩OMhruJ7reHHOCTH B CCCP，1964，   
CTp68 
（62）CMr”M・CopoIくHH，nJ7aHFfPOBaI川e HaPORZ－OrO XO351葺cTBa B CCCP，CTp 
159 

鵬トF．．ポロック，前掲苔，342ぺ－ジ。  

（64）r“肌r CopoKHrr，nJram呼OBat｛eIlaPORHOrO XO3月葺cTBa B CCCP，CTP163  
個 TaM〔ユⅨe，CTp・161 

（66）几叩eKでH払IKnCC H・，でOMl，CTp157 
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をもたらせ，当時の経済的な困難をいっそうほげしくしたからである。   

と接いえ，それにもかかわらず，1925年／26年には，BCHXが基本建設詔画と36部門の  

計画作成にもとづいて総合工発計画を作成レており，またゴスプランが36部門計画を採択  
（67）  

し，男働国防会議が一般封画，基本建設罰画，各部門計画を確認するなど，工業計画が－ 

段と強化されたことも見逃せないだろう。   

さて，1926／27年皮統制数字の作成にあたって注目されるのほ，この年皮統制数字の作  

成に各連邦共和国と諸′百■庁が参加して種々の改酋が加えられたにもかかわらず，1925／26  

年虔統制数字作成の誤った方法論を基本的に受けついでいたことである。したがって，そ  

れは1925／26年度統制数字ととも紅政府の承認が得られなかったのである。   

この時期のゴスプランほ．，文字通り，ソ連邦の中央計画機関として膨大な計画機蘭髄の  

頂点に立って，国民経済会体の単一・計画化の任務にあたっていた。それほ，F、・ポロック  

が1926年当時のゴヌプランの状態について一次のように説明していることからもうかがえ   

る。   

「ゴスプラン創立の隙これな構成していた20余人の専門家から発展し，今や全連邦を包  

括する】・網の諸機関を有す－る一周が出来あがってい／た。連邦コヌプランの外に6つの連邦  

共和国（「共和国立」）ゴスプランが数えられた。それらがいかに藍要なものであるかは，  

最大の共和国計画委員会たるワシア社会主義連邦ソビエト共和国計画委員会が950人の協  

力者を有し，12の州計画委員会，3っの自治共和国ゴスプラン，42の県計画屡眉会，43の郡  
（¢8）  

計画委員会を包括するものであったこキを聞くならば想像できる。」そして，1927／08年度  

統制数字の問題がでてくる1927年中英のソ連邦ゴスプランの機構はおおよそ次のど．とぐで  

あった。すなわち，ソ連邦ゴスプランは，（1）6こっ申達邦共和国ゴスプラン，（2）4っの全逓  

邦人民委員部（外務，陸海軍，交通，郵便電信の各人民黍）の計画部門，（3）声つの総合人  
（6g）  

民委員部（労働，財務，BCHX，中央総管理局，商業の各人民委）の計画部門を有し，国  

民経済計画化にかんするT切の任務と権限を集中していたのである。   

ところで，1927／28年皮統制数字の作成につい七みれば，との統制数字の作成から党中央  

委員会が直接討画化の問題に参加するようになったことが注目される。つまりソ連邦ゴス  

佑7）CMlrl軋 CopoK紺，nJlaHHPOBaHHe HaPORHOrO XO357ficTBaBCCCP，CTp 
165  

髄）F・ポロック，前掲書，由0ぺ・一汐。  

隠Fポロソク，前掲乱369－373ぺ－汐参照。   
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プランが1927年9月に政府に提出した年度統制数字案ほ事前紅覚中央委員会が決定した  

1927／28年度統制数字にかんする経済指令を基礎にして．作成されたのである。吉1画作成へ  

の党の直接の参加は，それ以後ゴスプランが年度計画および長期計画の作成活動を党中央  

委員会と党大会が決定する計画作成指令にもとづいて行なうようになったそもそもの端緒  

となったものであり，蛮要な意義をもつものであった。さらにこの年皮統制数字の決定的  

な意義といえは，なんといってもそれまでの統制数字が単なる予測であり，指令紅すぎな  

いものであって計画遂行者を何んら拘束しなかったのとはちがって，一腰的な方向づけだ  

けでほなく，諸官庁にとって義務的なものとなった，ということにあったし，また実際の  

生産・財務計画と国家予算を基礎にして作成され，「年度国，民経済計画の性格にますます  
（70）  

近づき」，統制数字が単T・の国民経済計画に転化していく先駆的な役割をはたした，とい  

うことであろう。   

こうして，1927年の算十五回党大会で採択された第一次五カ年計画作成指令は，こ．のよ  

うな性格をもった1927／28年皮統制数字をスータップに、して，1929年の第五回ソビエト大会  

と第十五回覚協議会で1928／29－1932／33年度ソ連邦国民経済発展第一・次五カ年計画として  

具体化し，社会主義建設の最初の肇T・国民経済計画として一緒実したのである。   

さて，五カ年計画にかんする諸問題はここでの問題でほないので，計画化機構の問題に  

たちもどろう。周知のように，1930年代の管理形態はBCHXの解体と部門別人民委員部  

の形成による産業部門別管理方式であって，それほ．社会主義工業化の繚果発生した多数の  

新しいエ業部門に相応した計画・管理の形態であった。人民委員部の細分化は第2次五カ年  

計画の末期に軽工美人民委員部，製材人民委員臥窪工業人民委員部，国防人民軍貞部食  

品工業人民委部および槻械製作人民委員部の6つの数えたものにすぎなかったが，欝3次  

五カ年計画期にはその極に達した。すなわち1939年紅は重工業人民委員部ほ．7つの人民委  

員部（石炭，石油，製鉄，非鉄金属，建設資材工業，発電所，電気工業，化学工業）に，  

機械製作人民委員部は3つの人民委員部（－・般機械製作，整機械製作，中型機械製作）  

に，国防人民委員部は4つの人民委員部（航空機工業，造船，弾薬，兵器）にそれぞれ分  

割されたのである。   

このような多数の部門別人民委員部が形成されると，当然各人民委員部の計画機関が作  

成する即f珂画を調整し，単一周民経済計画を作成する中央計画機関としての吏スプラン  

UO）nocTPOeHHe¢yzIRaMeHTaCO朋aJIHCTHqeCKO弟≡昭OHOMHKHBCCCP，1926－i932   
rr．，1960，CTp・47 
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の役割を強化するこ．とが必要となった。それほ人民委員部が分割されるまでほ，人民委員  

部内部で行え得た部門間の調登を，人民委員部が細分化した条件のもとでほ，澤－・計画を  

作成する中央封画機関で行なう以外にないからである。したがって，部門別の管理方式の  

強化は計画活動の中央集権化をいっそ強化することとなったのである。それほ1937年に人  
（71）  

民委員会議のもとに，特別国家機関として経済会譲（9重くOHOMCOBeT）が創設され，諸人  

民委員部の活動調整にあたることになったし，翌1938年には，新しいソ連邦国家計画委員  

会条令が承認され、？ゴスプランほ労働国防会議付属機関から人民軍員会議付属機関となり  

中央計画機関としての地位を強化したこ．とにあらわれていた。  

1938年の新ゴスプラン条令匿おけるゴスプランの機能と主要な任務ほ次のようなもので   
（72）  

ある。   

欝3条（地位と主要な任務）   

川 国民経済の見通し斜面，年度計画鹿よび四半期計画を作成し，かつソ連邦人属要員  

会議の審議匿供する。  

（ロ）諸人民委員部，ソ連邦および連邦共和国の諸行政概関によって一作成された見通し計  

画，年度計画および四半期計画にたいするその繚論を，ソ・連邦人民委員会議匿提供する。   

日 ソ連邦の国民経済計画の遂行を監督する。   

国 ソニ連邦人民委員会議の指示にもとづき，あるいは自主的創意匿よって，社会主義経  

済の諸問題を研究し，かつ立案する。   

的 特殊な経済問題の解決のために専門委員会を任命する。   

M 社会主義的計画化の方法論の諸問題を研究し，カチつソ連邦人民委員会議匿承認をも  

とめる。  

（ト）ソ連邦における社会主義的計算二および統制を指導する。   

第4条（任務）   

ゴスプランの主要任務は，ソ連邦国民経済の内容において，諸経済部門の発展における  

正しい均衡の維持を保障し，かつ不均衡の発生を阻止するために必要な諸対策を講ずるこ  

とである。ゴスプランは，ソ連邦国民経常計画における社会主義的生産の関連諸部門，す  

なわち採取ユ農鱒よび加エユ業，虚業，エ英語部門，運輸，および国民経済の活動を調整  

し，生産の増加と消当の増加を諷饗し，生壌のため紅融資し，かつ生産麻料を確保し，経  

（71）CM0．E‖TyMaH57H，Pa3B瑳丁封erLmaHHpOBaHH兄 BCCCP，1958，CTP”113・  
㈹シャルル・べ・－トワレ－ム，『ソグ1エト経済の構造』，大崎訳，1954，60ぺ－ジ。   
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済的紅不必要な遠距離輸送を解消する必要にもとづいて，諸企業の好適な地域的配置を実  

現し，原料諸資源企業をその生産物の消費の企業を接近せしめることを，その任務とす  

る。  

こ．の「新ゴスプラン令」で注目すべきことほ．，ゴスプランの主要な任務の一つに経済諸  

部門の正しいっり合いを保障し，その不つり合いの予防措置をとるこ．とがあげられている  

ことである。それほ社会主義工英化の結果多数の新しシ、産巣部門が生れ，かつ農業の社会  

主義的改造も完了し，社会主義生産関係が国民経済に金一・的に支配して，麗接的計画化の  

およぶ範囲が国民経済の全部門紅拡大した段階でほ，経済計画のなかで各産米部門のつり  

合いのとれた正しい関係を保障するこ．と，そのために関連諸部問の活動を正しく調整する  

ことが，国民経済計画化とそ・の遂行におけるもっとも重要な任務となった，ことを示すも  

のである。けれども計画作成の過程で関連諸部門間の正しい調整を行ない，国民経済討画  

のなかで諸部門間の正しいつり合をいくら保障できたとして．も，計画遂行過程における点  

検活動を酪化し，不つり合いの発生を未然紅防ぐ適切な招置をとらなければ国民経済のつ  

り合いのとれた発展を保障できるものではない。したがって，計画遂行過程を粗放的に点  

検する任務が従来以上紅重要性を増してくると，この分野でのゴスプランの義務が拡大  

レ，新しい点検方式がとり入れられることになったのである。   

それ以後第2次大戦の勃発までゴスプランは地域計画を故老するために機構上の改組，  

「従来の企業配置および地域計画化部にかわって10の経済地区別地域部と地域計画および  
（73）  

企業配置総合部の設置⊥があった他は．，1938年に確立したゴスプランの計画機閣体係に占  

める地位と・その任務はかわらなかったといえよう。  

1930年代末に確立したソ連邦ゴスプランの計画機構とその任務ほ，国民経済のつり合い  

のとれ養発展という社会主義計画化法則がそ・の作用範囲を国民経済全体に拡大した事態を  

反映しでおり，また社会主義経済の単一・国民経済計画の作成を基本任務とする中央集権的  

中央計画機関の完成一という意味で，ゴスプランの発展史のなかで豊要な段階を画するもの  

であったといえるのである。   

最後紅，第2次世界大戦期のゴスプランの位置と計画化の問題紅一言ふれておかなけれ  

ばならない云戦時の計画化は，一切の物的，朗的および人的資源を国防のために総動員す  

るという第一儲的な要求から出発して，国民経済を・軍事経済構造に改造する課題紅こたえ  

U3）CM：0・ETyMaH兄H，Pa3BHT打enJ7aHI呼OBaHH5IBCCCP，CTPl112－113・   
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るものでなけれはならなかった。戦時の最初の計画化ほ，1941年の第3・四半期に予定さ  

れていた平時の経済計画にかわって作成された算⊥次戦時計画すなわら「動員国民経済計  

画」にはじまり，1941年第4・四期と1942年魔の動員軍事経済計画によって国民経済の軍  

事経済への改造が推進されていく。   

戦時計画化の基本的特徴は，計画化の極端な中央集権化にあった。なぜなら，中央集権  

的な軍事経済計画の作成と実施，きびしい節約制度のもとでの物的資源の計画的な中央集  

権的配分と再配分だけが，戦時経済体制の諸要求をみたしえたか．らである。この極端な中  

央集権的計画化は，政府が従来のように年度計画を確認す卑にとどまらず，四単期別およ  

び月別生産計画および輸送計画をも緬認するようになったこ．とに．もあらわれていた。それ  

は四半期別および月別計画のような「短期間の計画こそが生産と分配の弾力性と機動性を  
l：」1  

保障す・ること」ができるという理由からであった。そのうえ，1941年6月に設層された国  
（：1）  

家国防委員会（roIく0）が「国家における全梅力を集中」しており，ゴスプランが作成す  

る動員国民経済計画を承認するだけでなく，計画活動を恵接に指導し，軍事経済計画の遂  
（78）  

行を系統的k点検する絶大な権限をもっていたのである。   

したがって，戦時のゴスプランの地位は，国家国防委員会に直接に従属し，もっぱら純  

粋に計画作成だけを担当する中央計画機関にすぎないものであった。しかし，それは戦時  

の特殊な要静から生れた－・時的な事態にすぎず，戦時の条件のもとでも基本的紅ほゴスプ  

ランの地位と役割はかわらなかったといえよう。  

むすぴにかえて  

以上においてわれわれは，ソ連邦における社会主義計画機関体系の形成と発展の歴史過  

程を，とくに国家詔画委員会（ゴスプラン）の生成・発展過程を軸に概招的な考案を行な  

ってきた。そこで明らかになった点を要約すれば次のごとくである。   

第一・にソピ．エト政権初期に国民経商全体の計画的調整と計画作成の任務を集中していた  

最高国民経済会議（BCHX）がこれら由任務を実現できずに，しだいに国民経済の管理機  

関に転化していったことであり，それに併行してゴエルロが創設され，それに計画化機能  

Ⅳ亜」TaM【）Ⅸe，Crr∴132  

閏）几叩eKTK8bIKnCC＝一，TOM2，1957，CTpい703 
U6）CM．口paBOBbreBOrIPOCbrrIJZaHHPOBaHH51rIPOMbrEMeHHOCTH8CCCP，1964，CTP 
′ 69． 
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を集中しながら，ゴスプラン創設の基礎をつくったこ・とである0その節こほ，ゴスプラン  

が創設されるとすぐにゴエルロを吸収し，それを基軸にすえ・たうえ・，産業部門別および地  

域別の計画委員会網を急速に整併し，さらに復興期と社会主義工業化期の部分的な部門計  

画と年度統制数字の作成を通じてそ・の任務と庵限を強化し，その機構を拡充して尊一層済  

計画や作成に当ったことである0第三に・1930年代に入るとBCHXの工業人民委員部へ  

の奄北とその諸人民委員部への分裂は，社会主義工業化の成功による多数の産尭部門の発  

生に対応した必然的なものであったが，それが計画化の分野でほ産業諸部門間の討画的調  

整活動をいっそう強化する必要性を生んだし，またそのことが社会主義的生産関係の金一 

的支配による直接的計画化の可能分野の拡大とあいまって・ヰ央集権的計画化とゴスプラ  

ンの強化を要求したことでぁる。かくしてここにゴスプランは部門別・地域別計画機関網  

の頂点に立つ中央集権的計画機関としてそ・の任務を拡大し，その榔艮を強化しで社会主義  

計画機関体系の実体を完成したといえるのである0   
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